
方言類義語の世代差についての一考察
－熊本県方言に於ける　〈数量の多〉　を表す

数畳関係の副詞語彙を中心に－

井　上　博　文

1．方言類義語としてのく数量の多）を表す数量関係の副詞語彙

方言語彙における類義語を方言類義語と呼ぶとき、例えば文例01－05に挙げたエライ、

イッピャ、ガンプリ、ダイタイのように、〈数畳の多〉　を表す数量関係の副詞語彙もまた

方言類義言吾の一つとして捉えることができる。数量関係の副詞語彙に所属する一言吾一言吾は

微妙な意味の違いを見せ合って彙集する、並列的な意味的関係をなし、数量程度に関わる

点で程度副詞の下位分野を構成している。ここには文例02のエライのように形容詞を修飾

でき、その程度性により強く関わる抽象的な語から、文例04のガンプリのように「水など

の液体が容器からこぼれる程に多畳に入っている」状態を表す情態副詞的な具象的な言吾ま

で幅広く含んでいる。その点では重層的な構造を持った意味分野である。

小論では方言類義語という意味的に相互に関係し合って、まとまりのある語群を一つの

単位として措定し、語嚢虫、語形、意味、地域性の観点から、老年層と青年層の二つの世

代を比較することによって、世代差について考究しようとするものである：1

2．調査の概要

2－1　調査方法

粛査は略地図に示した（丑玉名市石貫、②阿蘇郡阿蘇町的石、

（彰八代市高田、④本渡市本渡町本渡の四地点で、老年層（65

歳以上）と青年層（高校生）のそれぞれ二人ずつを対象に、

予備調査（1984．3）で得た語と方言辞典・方言集から抜き出

した語の約250語からなる調査票を用いて、一語一語の使用

の有無について面接調査（1985．4）を行った。その際には以

下に示した条件を満たすか否か、文体的特徴（品位、土地言

葉Or共通語の意識、新古）、使用制限、使用頻度、具体的な

文例等々について尋ねた。

〈数量の多〉　に所属する語はa～Cのいずれか一つまたは

複数の「～」の位置に立って述部を修飾でき、「たくさん、

いっぱい」の意味で用いることが可能かどうかで判断した。

〔略地図〕

このうちaの条件に合致する

ことが基本であり、Cは概括的な数量を表すか否か、dは状態程度をも表し得るかどう

かを確かめる為に設けた。

（物、人が）　～　アル・オル。

（特定の物）　～　特定の動詞。（但し、一つの動詞とは限らない）

－（1）－



C．（仕事は）　～　シモタ。（終わった）（概括丑を表すか否か）

d．（今日は）　　～　ヌッカ。（暑い）（Or他の形容詞）

例えば、表1の「03．エライ」はaとd、「53．イッピャ」はa、「114．ガンプリ」はb、「13

5．ダイタイ」はaとCとを満たす。

01．エ盲ニィ　ァッタ　バイタ。（1－1）＊2（蜜柑が）たくさんあったですよ。

02．キョーワ　エライ　サミー　ナ一。　（3－1）　今日はとても寒いねえ。

03．ミギャ　イタラ　タニヤ　了＝了ピャ　イットッタ。（1－1）（田圃の水を）見

に行ったら田にはいっぱい（水が）入っていた。

04．シ言ノ　ガテラリ　TTトッタ。（4－1）　潮がいっぱい満ちていた。

05．ダイラフ‾　ォヮッタ。（3－1）（仕事は）だいたい終わった。

2－2　調査結果

四地点ごとに老年層と青年層の二つのそれぞれの世代で、二人とも使うと回答のあった

棺に○印、どちらか一人が使うと回答のあった語に△印を付し、帰納された語義的特徴や

文体的特徴などを備考欄に示したものが表1である。

意味・用法の似た語を近くに配して、音詑形、派生語、複合語などの存するものについ

ては、まず代表となる語形を示し、次いで一字下げて関係する語を挙げた。教示者は以下

の方々である。（m＝男性、r＝女性、M＝明治、Tご大正、S＝昭和、「m．M・34」

は男性で明治34年生まれを表している）

〔教示者〕

老年層

①玉名市方言　　柿添　義男氏　m．M・34　農　業
大西　リツ氏　r．T．3　製本業

（診阿蘇町方言　　山内　次郎氏

小糸　ノブ氏

（彰八代市方言　　中山　秀雄氏

福田　三雄氏

．④本渡市方言　久保長次郎氏

野中ハヤノ氏

m．M．37　農　業

r．M．33　農　業

m．T．3　農　業

m．T．7　農　業

m．M．31農　業

F．M．39　商　店

青年層

田中　正行氏

平島　美食氏

山本　勝之氏

高橋　玲子氏

増田　春美氏

山崎　　浩氏

井上　　寿氏

若杉　みき氏

m．S．42　高校生

r．S．42　高校生

m．S．43　高校生

r．S．42　高校生

r．S．41　高校生

m．S．42　高校生

m．S．41　高校生

r．S．43　高校生

3．語彙量

表1を基に、各地点方言の（∋「O」と「△」の語数、（多世代の語彙丑、（彰老年層に対す

る青年層の語彙丑の比率、（り世代共有語彙の語彙丑、（9世代特有語彙の語彙畳を整理した

ものが表2である。

まず、①で二人ともに使うと回答のあった語（○の語数）と一人のみの回答のあった語

（△の語数）を見ると、老年層と青年層とでは、語数の比に違いが存している0すなわち、

老年層では△の語数が、玉名市方言を除く三地点で多くなっているのに対して、青年層で

は四地点ともに○の語数が△の語数にまさっているのである。これは青年層が老年層に比

べてその個人差が小さくなっていることに起因している。

－（2）－



地 点

言吾　　　　 ＿　　 世 代 ・

玉 名 市 阿 蘇 町 八代 市 本 渡 市 地 点数 人　 数 備　　　　　　　　　　　　　 考

老　 育 老　 育 老　 育 老　 青 老一→青 老→ 育 地 点 と世 代 を次 の数字 で表 す 。（玉 名 市方 言 1

阿蘇 町 方 言 2　 八 代市 方 言 3　 本 渡 市 方言 4）

（老年 層 1 青年 層 2）01．　 ソ一 二 ヤ

02　　　　 ソー ン

○　 ○

△　 ○

○　 △ ∠ゝ　　△

△　　 △

○　 ○ 4 －→4

2 －→2

7 －→6

2 → 3

03 ．　 エ ライ ○　 ○ ○　 ○ ○　 ○ ○　 ○ 4 －→4 8 －→8 0 1～37 ．状 態 程 度 も表 す。

04 ．　　　 エ レー △　　 △ ○ △ △　　 ∠ゝ 3 －→3 4 －－．3 3芸：） 宗 鑑 芸 昔 1）

10 ．若 い者 の 言葉 。（ト1）

12 ．古 い言葉 。（1－1）

0 5．　　　 エ ロ ー △ △ △　 ∠ゝ 3 → 1 3 → 1

0 6 ．　 タイ ギ ャー

07 ．　　 タイ ゲー

08 ．　　 タイ ガー

09 ．　　 タイ ヤー

10 ．　　 ター ギ ヤ

11．　　 タイ ギ ャニ ヤ

12　　　　 チ ャーギ ャニ ヤ

△

○

△　　 △
○

△　　 △

○　 ○

△　　 △

○

○　 ○

△

∠ゝ

○

○　 ○

△

○　 △

4 －→3

1 －→ 1

1 → 0

1 －→0

1 ・．→ 1

4 → 0

1 ・．→ 1

7 → 6

1 －→1

0 －－．1

2 －→0

1 －→1

6 －→0

1 －→1

13 ．　 イサ ギ ー △

○

△　 △ 2 → 1 2 → 1 1 3 ．「イサ ギ　 ヨー」は人 間 が達 者 で

14 ．　　 イ サ ゲー

15 ．　　 イ サ ギ ュー

○

○

∠ゝ

1 → 0

3 → 0

2 → 0

6 －→0

元 気 の 良 い こ と を表す （2－1）

16 ．　 ヒ ドー ∠ゝ △ 3 → 1 4 → 1
1 7 ．年 寄 りの 言葉 。（4 －1）

23 ．古 い言 葉 （2 －2）

17 ．　　 フ ドー

18 ．　 ムゴ ー ○ ○
△

△　　 △

1 → 0

4 －→ 1
1 －→0

6 → 1
19 ．　　 ヨー ○　 ○ △　 ○ ○　 ○ △　 ○ 4 → 4 6 → 8

20 ．　　　 ユ ー

ご　ゴ

○ △ △ ∠ゝ 4 → 0 5 ・一一．0

21．　　 ン　 ー

22 ．　 ソー トー

23　　 トテ ン

○　 ○ △　 ○

△　 ○

△

△　 ○ △　 ○
1 －→0

4 －→4

1 －→ 1

1 －→ 0
5 → 4

1 －→2
24 ．　 タイ ソ ー ○　 △

○　 ○

△　　 △ ∠ゝ　 ○

∠ゝ　 ○

△ 4 －→ 3 5 → 4

25 ．　　 タイ ソバ ッカ イ

26　　　 マ コテ ー △
△ 1 －→0

1 －→0

1 → 0

1 －．0 2 6 ．本 当 にた く さん。 古 い言 葉 。

27 ．　 スゴ ク ○ △　 ○ 3 ・．→4 4 －→8 2 7 ．上 品 な言 葉 （全 ）。若 い女 性 が使 う（2－2）

28 ．　 モ ノス ゴ ク △ ∠ゝ　　△ △ ○ 1 －→ 4 1 －→5 芸；：） 丁 寧 な言葉 0

29．　　 モ ノス ゴー △　　 △ ∠ゝ △　 ○ △　 ○ 3 → 4 3 一一6

30 ．　 ズ イブ ン ○　 ○ △　 ○ △　 ○ ：○　 ○ 4 → 4 6 －→8 3 0 ．上 品 な言 葉 （全 ）

31．　 オ ソロ シュー ○ ∠ゝ △　　 △ △ 4 －→ 1 5 －→ 1 3芸：） 霊 鵠 誓 崇 芸 音程 慶 大

霊 ：） 思 い がけ か ほど た くさん

32．　　　 オ ッ ノロ ンユ ー

33 ．　 トツケ ム ニ ヤー

34 ．　　 トツ ケ ンニ ヤー

35．　 カ ンガ ム ニ ヤー

△

○　 ○

△

○　 ○

∠ゝ

○

∠ゝ

○

△　 ○

△

○　 △

△

△

○

△

○　 ○

2 －→ 0

4 －→ 3

1 → 0

1 → 0

2 －→0

7 ニー5

1 → 0

1 ・．→036．　 ホー カ ラシ ュー 1 → 0 1 －→0 3 5 ．負 の評 価 を伴 うこ とが 多 い。 古 い言葉 。

37．　　 ホ ー ゲ ラ シ ュー

38．　　 ヨ ンニ ュ

39　　　　 ヨ ンニ ョ

∠ゝ

〇　 〇

〇

〇　 △

1 －－0

2 → 2

2 → 1

1 → 0

4 －→3

4 → 2

禁 ：） 予 想 以 上 に た くさん0 古 い 言糞

40 ．　　 ユ ンニ ュ △ △

○　 ∠ゝ

〇　 〇

〇　 〇

2 －－．2 2 → 0 4 0 ．古 い言 葉 。

41．　　　 ウ ンニ ュ

42．　　　 ヨ ンノ

43．　　　 ヨー ンコ

44 ．　　 ヨ ンニ ュバ ッカ イ

45．　　 ヨ ンノバ ッカ イ

46．　 ヨケ 一 二

47．　　 ヨケ イ二

〇

〇　 〇

〇　 △

△

〇　 〇

〇　 〇

1 －→ 0

0 → 1

3 －→ 1

2 → 2

0 → 1

2 －→ 2

4 －→ 4

1 → 0

0 －→2

6 → 2

4 → 2

0 → 1

4 －→4

7 －→ 7

4 2 ．子 どもの 言 葉。（3－1）

47 ．丁寧 な言 葉 。

48 ．　　 ヨケ イ

49．　　 ヨケ ー

50 ．　　　 ヨー ケ ン

∠ゝ
○　 ○

l

○　 ○ △　　 △

○　 ○

○　 ○ 1 → 0

4 －→ 4

1 → 1

1 → 0

7 → 7

2 －→ 2
5 0 ．玉 の ヨー ケ ンは＜ 数量 の少 ＞ に所 属 す る。

51．　　 ヨケ ンバ ッカ ッ

△ ○　 △

∠ゝ

○　 ○

1 －→ 0 1 → 0 5 1 ．　 ヨー ケ ン　 よ りも程度 大
52．　　　 ヨー ケ △　 ○ 4 －→ 3 6 －→ 5 5 2 ．「イ ッパ イ」に比 べ て や や下 品 （全）。

53．　 イ ッ ピ ャ ○　 ○ ○　 ○ ○　 ○ ○　 △ 4 → 4 8 －→ 7 「ヨ ンニ ュ」よ り程 度 大 。

54 ．　　 イ ッパ イ ○　 ○ ○　 ○ ○　 ○ △　 ○ 4 → 4 7 → 8 5 4 ．上 品 な言 葉 （全 ・老） 若 い女 性 が よ く使 う。

55　　　 イ ッペー ○ ∠ゝ

○

2 －→ 0 3 －→0 5 5 ．　 い言 い方 3－1

5 6．　 ・ハ ライ ッ ピ ャ △ △

△

△

○

2 －→ 0 2 → 0 5 6 ．限 界 ま で

57．　　 ホ イ ッピ ャ

58　　　 ホ イ ッパ イ

○　 ○

●

○

2 －－．1

0 －→ 1

4 －→2

0 → 2

5 7 ・58 ・59． 「イ ッ ピャ」 よ り程 度 大 。

59．　　 ホ イ ッペ △

△

△

○　 ○

2 －→ 0 2 －．0 5 9 ．昔 の言 葉 （3－1）

60．　　 セ ッ ピャ

61．　　 セ ッノヾ

62．　　 セ ッ ピャバ ッカ イ

1 －→ 0

1 －→ 0

1 －－．0

1 －－．0

1 －→0

2 －→0

：；：） 票 告 豊 ．セ ッパ よ 。程度 大 。

63．　　 メ イ ッパ イ ∠ゝ 0 －→2 0 －→ 2 6 3 ．若 い女 性 が よ く使 う。

64 ．　 エ ッ ト l l 1 －→1 2 －－2 6 4 ．玉 ・阿 ・本 のエ ッ トは＜ 数 量 の少 ＞ に所 属 す る。

65 ．　　 エ ッ トバ ッカ ッ

66．　 ウ ン ト ○　 ○ △　 ○

○　 △

○　 ○ △　 ○

1 －→ 1

4 一一4

2 －→ 1

6 －→8
6 5 ．「エ ッ ト」よ り程 度 大 。

霊 ：） 古 い言 葉 。67．　　 ウー ン トコセ ○ △ ∠ゝ

；○

△

●

4 ・．→0 5 －→0

6 8．　　 ウー ン トコ シェ ∠ゝ ○　 △ 2 ・－．1 3 －→ 1

6 9 ．　 アバ カ ン ○ ○　 △ 3 → 1 6 → 1 6 9 ．容 器 に入 りきれ な いほ どた くさん 。

70　　 ギ ョー サ ン △ △ 2 －→0 2 ・．→ 0 液 体 の量 には使 わ ない 。上 品 な言葉 。

71 ．　 タ グサ ン △　 ○ ○　 ○ △　 ○ △　 ○ 4 → 4 5 → 8 7 1．上 品 な言 葉 。

72 ．　 ゴー ギ ュ ○ 1 ・．→0 2 → 0 イ ッパ イ の方 をよ く使 う。（全 ・青）



地 点

言吾　　　 ．　 世代

玉 名 市 阿 蘇 町 八 代市 本 渡市 地 点 教 人　 数

老　 音 老　 音 老　 青 老　 育 老 一→育 老 －→音 備　　　　　　　　　　　　　 考

73．　 ホ ー ラツ

74．　　　 ホ ラツ

75．　　 ホ ー ラ チ

○　 △

△　 ○

△

△

●

○

∠ゝ

3 －→ 1

1 －→0

1 －→0

5 → 1

1 －→0

1 一一0

i i 幸 の 評価 を伴 い やす い0

76．　 イサ ッカ

77．　 ゴ ツー ○　 △

1 －→ 1

1 一一 1

0

1 ・．→ 2

2 －→1

1 －→0

7 7 ．古 い言 葉 （2 －2）

78 ．　 7 7 － コ ツ

79．　 ゾ ンプ ン

＊

○　 △

○

△

△　 ○
○　 ○

△
1 ・一一

1 －→ 0
1 －→0 7 9 ．飲 食 の 量 につ いて使 うこ とが 多 い （4 －1）。

80 ．　 タ ップ リ

81　　 シ ッカ リ

△　 ○

△

4 －→ 4

1 －→ 0

6 －→ 7

2 －→0

8 2．　　 シ ッキ ャ

83．　 オモ サ ン

〇

〇　 〇

△

△

○

○　 ○

2 －→ 0

4 －→ 2

3 ・．→0

6 －→4

84 ．　　 オメ ーサ ミヤー

85．　 カ ンギ ヤ ーナ シ

△

∠ゝ
△ ○　 △ 1 → 0

3 －→ 1

1 一一 0

4 ・．→ 1

84 ．

3昌：） 詣 鐙 霊 余 、。
86．　　 カ ンガエ ナ シ

○

△

△

△

△

△　　 △

○

△

△　 ○

○ 1 → 0 2 －→ 0
8 7．　 キ ンナ シ

88 ．　　 キ リナ シ

89．　 キ ャー ナ シ

△　　 △

＊

3 －→ 2

0 －→ 1

0 －→ 1

4 ・．→ 2

0 ・．→ 2

0 －→ 1

：；：） 限 。な くた くさん0

90 ．　 バ サ リヤ ー

91．　　 バ サ ロ ー

92．　　 バ サ レ

1 －－．0

1 －→ 0

1 －→ 0

1 －－．0

1 － 0

2 －→ 0

；：：） 芸詣 品 富 治 警票 大 0

93 ．　 ホ クソ ー

94 ．　　 ホ クソ ニ

△

△

△

2 → 0

1 －→ 0

2 －→ 0

1 一一 0

3雲：） 芸詣 完 詣 缶 い。 程度 大

95．　 ホ ッポ ー

96．　　 ホ ッポ ーニ

97．　　 ホ ッポ ホー ライ

∠ゝ

△　 ○

1 －→ 0

1 －→0

1 一一0

1 → P

1 → 0

1 → 0

；；：） 宗 震 詣 呈 議 票 鑑 やゝ す い0

9 8 ．　 ヤ タ ラ

○

∠ゝ

△

△ 2 －→ 1 2 －→ 2 「ホ ッポ ホ ー ライ サ ン」 が あ る。

99　 ‘ ヤ タラ ニ △ 3 －→1 4 → 2

1 0 2 ．ノ

10 0．　　 ヤ タ リャ

101．　　 ヤ タラ クヮタ リヤ

102．　 ヤ タ ラカ タ リ ャ

○　 △

○

○　 △

∠ゝ

∠ゝ　 △

∠ゝ

○

△

○　 ∠ゝ

△

∠ゝ

3 －→1

1 一一 0

1 ．→ 1

5 －→ 1

2 －→0

2 －→ 1

1 0 3．　 ヤ リバ ナ シ △ 1 －→1 1 －→ 1

1 0 4．　　 ヤ ルバ ナ シ

105．　　 ヤ ル カ ンポ ニ

106．　 イ ッ ピ ャコ ッ ピ ャ

○　 △

○

○　 △

△

△　 ∠ゝ

2 －→1

1 －→ 0

4 ・．→3

3 －→1

2 －→0

6 －→3

i：；：） 芸 詣 競 舘 0

10 7．　　 イ ッペ コ ッペ

108．　　 イ ッパ イ コ ッパ イ

109　　　　 イ ッパ コ ッパ

△

△　　 △

1 －→0

2 ・．→1

0 → 2

1 ・・・→0 ・

2 ・．→1

0 ・．→2

11 0．　 シ コ タマ △　　 △

△

△ ○ 3 －→2 3 ・．→3

11 1．　 タ ンマ リ △ △ 2 －→0 2 －→0 1 12 ．飲 食 につ いて 用 い る こ とが主 。

112．　　 タ ラフ ク △　 △

○

△　　 △ 3 ・．→3 3 ・．→3 113 ． こぼ れ る ほ どた くさん 。液 体 の量 につ い て専 ら用

113．　 ガ ンプ リ ○

○

△ 2 －→0 4 ・－◆0 い る。

114 ．　 ザ ッ クラ ー ト

115．　　 ザ ッ クラ ッ ト

116．　 ベ ッ タ リ

○

△
○　 △

1 ・．→0

1 ・．→0

4 → 1

2 －→0

1 －→0

7 ・．→1

11 7．　 ピ ッ タ リ

118．　　 ピ ッシ ャ リ

△

△　 ○ ○
○

○
2 －→0

3 ・．→1

3 －→0

5 ・．→2
11 9　　 ピ ッ シ リ △ △　　 △ △ 1 －◆3 1 ・．→3 119 ． あ きま な くた く さん。 詰 ま って た くさん 。

120 ．　 グ ッサ リ

121．　　 グ ッサ ル

122．　　 グサ ッ ト

○　 △

△

△

△　 △

△　 △

△　 △

△

△

○　 ○

4 －→3

1 －→0

0 －→2

5 －→3

1 ・．→0

0 －→2

i：：：） 量感 が伴 う。

123 ．　 ドッサ リ

124　　　　 ドッサ ル

○　 ○ △　 ○

△

4 ・．→4

1 ・．→0

6 ・．→7

1 －→0

i：；：）品 物 の数 凱 つ い て用 い るこ とが普 通 0

12 5．　　 ドッサ イ

〇

〇　 〇

〇　 〇

△ ○

○　 ○

∠ゝ

0 ・．→2 0 ・．→3

12 6．　 ドシコ テ，ン

127．　　　 ドシコ テ，モ

○　 ○ ○　 ○ 4 －→3

1 －→ 0

8 －→6

1 ・．→0

12 6 ． イ クラ デ ンに比 べ 土 地 言葉 の 意識 が強 い 。

130 ． イ クラ ア ンよ り も上 品 な言葉 。（全）

128． ．ドガ シコ テ，ン

129．　 イ ク ラテ，ン △　 ○ ○

△

○　 ○

2 －→1

3 －→4

3 → 2

5 ・．→8

13 0．　　 イ クラ デモ 0　 0

△

△　　 △

〇　 〇

〇　 〇

△　 〇

〇

〇　 〇

∠ゝ

△　 〇

〇　 〇

〇　 〇

△　 ○ 4 －→4 5 －→8

1 3 1．　 ナ ンポ テ’ン

132．　　 ナ ンポ デモ

133．　 ドガ シコ ッチ ヤ

134 ．　 ア ラア ラ

135．　 タ イ タイ
136．　 タ イガ イ

137．　　　 テー ゲ

△

△

△　　 △

△　　 △

○　 △

1 －→0

1 －→0

2 －→1

1 －→1

3 －→4

2 → 2

1 －→0

1 －→0

1 －→0

2 －→1

1 －→1

5 －→7

4 → 4

1 －→0

；芸 ：） 至急 昌 夏 雲 豊 里 品 な言葉 。

137 ．古 い言葉 。

138．　　 タイ ガ イ ゴロ ∠ゝ

△　 ○

1 → 0 1 → 0 13 8 ．満 足 すべ き程 で は ない が

139．　 タ イテ ー △　 ○ 3 → 3 4 －→5 納 得 で きる ぐ らい の数 量 。

143 ．共 通 語 （全 ）

140 ．　 ダ イブ ン △　 ○ ○　 ○ ○　 ○ 4 －→4 7 → 8

1 4 1．　　 ダイ ブ

142　　　　 ジ ャー プ ン
△
○

○ △　 ○ ○ 2 －→3

1 －→0

2 －→6

2 → 0
1 4 3．　 ホ ト ン‘ド ○　 ○ ○　 ○ ○　 ○ ○　 ○ 4 → 4 8 －→8
1 44　　 ゴ ッポ リ △ △ 2 → 0 2 －→0 14 4 ．全 部 に近 い数 量 。

145．　 エ ッコ リ ○ 1 －→0 2 －→0 14 5．80％位 の数 量 。人 の顔 が似 て い るこ と に も使 う。



語彙量を比べると、いずれの地点でも老年層が青年層の梧彙量を上回っている。しかし、

（郭に見るように老年層から青年層へ語彙丑が減少している点では共通しているが、その比

率は一定ではなく、例えば八代市方言では80．9％と高く、反対に玉名市方言では51．8％と

低くなっており、地点ごとに凸凹がある。

地　　　 点 玉 名 市 阿蘇 町 八代 市 本 渡 市

年　　　 層 老　 育 老　 育 老　 育 老　 育

（9 0　 の語 数 4 8　 2 6 24　 2 5 2 8　 3 4 2 9　 26

△　 の語 数 3 7　 18 4 0　 1 6 4 0　 2 1 4 3　 17

（診世 代 括嚢 虫 8 5　 4 4 64　 4 1 6 8　 5 5 7 2　 4 3

③ 育 ／ 老　 ％ 5 1．8％ 6 4 ．0％ 8 0 ．9％ 5 9．7％

④ 世 代共 有 語 彙 4 1 3 3 4 3 3 7

（9 世 代特 有 括 彙 44　　 3 3 1　 8 2 5　 1 2 3 5　　 6

一方、老年層と青年層との二つの世代の共有語彙は四地点を通じてほぼ一定である。（彰

に見るように世代特有繕彙は当然のことながら老年層の方が、いずれの地点でも青年層よ

りも多い。

地点ごとの括彙量は、老年層に比べて青年層の方がその凸凹が小さく、安定した状態に

あると言うことができよう。○と△の語数と考え合わせると、老年層では各地点で方言の

変容（共通語化、方言の衰退）が依然として進んでいる「動」の状態にあり、青年層では

一応捨てるものは捨て、受容するものについては受容した、いわば安定した「静」の状態

にあるのではなかろうか。

4．地点数の変化

表1に示した145語について、老年層と青年層との分布する地点教を比較するとき、次

の（Bから（釘に見分けることができる。

①認められなくなったもの……………………61語

（参認められる地点数が減少したもの…………31語

⑨認められる地点教に増減がないもの………36語

④認められる地点数が増加したもの・………‥7語

⑤新しく認められるもの……………………・‥10語

この内実について老年層の地点数を縦軸に、青年層の地点数を横軸にとって整理したも

のが表3である。

表3において点線に囲まれた部分が⑨、中央より上側が①②、下側が④⑤に所属する語

数をそれぞれ示している。（彰と②とを合わせて92語、全体の63．5％にあたる語が青年層に

－（3）－



おいて認められなくなったり、或いは地点数が減少したりすることによって、その勢力を

失っているのである。しかし、わずか17語（11．7％）であるが、青年層で新しく認められる語

や地点数が増加した語が存しており、一方的に減少するのではなく、そこには新しい動き

もまた同時に見ることができる。

ここで注目すべきことは、認められなくなったものの大半が老年層で1地点にがぎって

認められた言吾である点である。分布域の限られた語は青年層に受容されにくい傾向が存する。

5．語形　－方言形と共通語形－

表3のそれぞれの枠に所属する語を、その語形に注目して方言形と共通語形の二つに見

分けて示したものが表4である。なお、判断の難しい語については括弧に入れた。

老一 音 括 敷 方　 言　 形 共　 通　 括　 形

1

2

4 － 4

4 － 3

16

7

ソー ニヤ　 エ ライ　　 ヨー　　 ヨケー　　 イッピャ

タイギヤー　 トツケ ムニ ヤー　 ヨーケ　 イビ ャコ ッビャ　 グッサ リ

ソー トー　　 ズ イブン　　 ヨケイニ

イ ッパ イ　　 ウント　　 タクサ ン

タッ1 リ　　 ドッサ リ

イ クラデモ　　 タイ 1 ン

ホ トン ド

タイ ソー

3 4 － 2 1 トンコア ノ

オモサ ン

≠

4 4 － 1 3 ムゴー　　　 オソ ロシュー　　 ペ ソタ リ ≠

5 4 － 0 3 タイギ ャ二 ヤ　　 ユ ー　　 ウー ントコ七 ≠

6 3 － 4 4 イク ラデ ン ス 1 ク　 （モ ノス 1 －）

タ　 イタ イ

7 3 － 3 3 エ レー ダラ フ ク　 （タイテ ー）

8 3 － 2 2 キ ンナシ （シコ タマ）

9 3 － 1 9 ェ ロー　 ヒ ドー　 ヨー ンコ　 7 バ カン　 カンギヤーナン　 ホー 7 ツ ヤ タラニ

ヤタリヤ　　 ピ ッシ ャリ

0 3 － 0 1 イサ ギユー ≠

1 2 － 4 0 ≠ ≠

2 2 － 3 1 一 （ダ　 イブ）

1 3 2 － 2 5 ソー ン　　　 ヨンニュ　　 ヨンニュパ ッカイ （ヨケ一 二）　 タ イガ イ

1 4 2 － 1 9 イサギー　　 ヨンニ ョ　 ホイ ッビャ　　 ウー トコシェ　 ヤル′け シ （ヤ タラ）

1 5 2 － 0 1 2
ッJり コツバ イ　　 トカシコア ノ　　 ドカシコツチヤ

タンマ リオ ッソロシュー　 ユン二ュ　 イ ッペー　 ハ ライッビャ　 ホイ ッペ

ギ ョーサ ン　　 シッキャ　 ホクソー　 ガ ン 1 リ　　 ピッタ リ

ゴ　 ッポ　 リ

1 6 1 － 4 1 ≠ モ ノス ゴ グ

1 7 1 － 3 1 ≠ ピッ シ リ

1 8

1 9

0

1 － 2

1 － 1

0

1 2

≠

タイゲー　 ダーギ ャ　 チ ヤギ ヤニ ヤ　 トデ ン　 ヨーケ ン　 エ ッ ト ≠

ェ ッ トバッカ ッ　 イサ ッカ　 ゴツー　 ヤタラカタ リヤ　 ヤ リノけ シ

1 － 0 4 5

ヤリバ ナシ

（ヨケ イ） （ゾン ナ ン）イサゲー　 フ ドー　　 シゴー　　 タイソパ ッ．カイ　　 マコテ‾

イツ ケンニヤー　　 カ ンガムニヤー　 ホー カラシュー　　 ホーゲ ラシュー

ウンニ ュ　　 ヨケンバ ッカ ッ　　 七 ッピャ　　 七ッバ

セ ッビャJくッカイ　　 1 －ギュ　　 ホ ラツ　　 ホーラチ　　 7 テーコツ

シッカリ　　 オメーサ ミヤー　　 ガンがエナ シ　 バ サリヤー　 バサロー

バサ レ　　 ホクソニ　　 ホ ッポー　　 ホ ッポ ーニ　 ホ ッポホー ライ

ヤ タラクヮタリヤ　 ヤルカ ンポ二　 イッベ コ ッペ　 ザ ックラー ト

ザ ックラッ ト　　 グ ッサル　　　　 トノサ ル　 ドシコア ン

ナ ンポデン　　 ナ ンポデモ　　 テー ゲ　　　 タイガイコロ

ジャー 1 ン　　　 エ ッコ リ

2 1 0 － 4 0 ≠ ≠

2 2

2 3

2 4

0 － 3

0 － 2

0 － 1

0

4

6

言 パ コツバ　 グサ ット ト 丹 イ

タイガー　 ヨ ンノ　 ヨンノバ ッカイ　 ホイ ッパイ　 キ リナシ

≠

メ イ ソパ イ

≠

キャーナシ

－（4）－



四地点に分布する語（老年層30語、青年層21語）について、方言形と共通語形との語数

の比率を見ると、老年層では「18：12」と方言形が上回っているのに対して、青年層では

「6：15」と共通語形が多くなっており、青年層になると方言形が失われ、共通語形が中

心になっている事実を指摘できる。しかし、ソ一二ヤ、エライ、ヨ－、ヨケ一、イツピャ、

イクラアンなど方言形が青年層において全く排斥されるのではなく、なんらかの事由によ

って残るべきものについては残り、確かに受容されているのである。

まとまりのある語群を例にしてみると、表1の126から133の不定畳を表す語のうち、

ドシコデン、ドガシコデン、ナンポデン、ドガシコッチヤは衰え、反対にイクラデン、イクラデ

モが盛んになっているJ3　やはり共通語（的）なものが方言形を駆逐しようとしている。

また、青年層において認められる地点数が増加したものは、表4の12・16・17・18に示し

たイクラデン、スゴク、モノスゴー、ダイタイ、ダイブ、モノスゴク、ピッシリの7語で

ある。ここにもやはり共通語形の勢いが見られる。

反対に青年層で認められなくなったり、地点数が減少したりした語を見ると、口蓋化し

たり、ヤタラクヮタリヤなど合拗音を含んだものや、例えば文例06のウーントコセのよう

に語形の上で（音声の上で）いかにも「方言」といったニュアンスを持った語が大半を占

めている。

06．7オヤサイ　ウーントコセ　タイタッチヤ　スコーシカ　ナカッジャ　モネ一。

（4－1）音野菜をたくさん煮ても少ししかないんだもの。

一方、多くの語が認められなくなったり、地点数が減少する傾向の中で、老年層には認

められず、青年層で新しく認められたものが10語ある。共通語形としてはメイッパイ一語

であり、他は方言形である。メイッパイは「56．ハライッピャ」から「62．セッピャバッカイ」

の一連の語と同じく「限界まで」といった意味の特徴を持ち、若い女性がよく使うという

説明を得ている。「バラ～、ホ～、セ～」の持つ方言的なニュアンスを避けたものであろ

う。方言形は音変化によるものばかりであり、例えばタイガー、ヨンノのように拗音の直

音化、ドッサイのように最終音節のr膏の脱落、グサットのようにの「～ト」のものが生

まれている。この10語のうち8籍までが八代市方言で得たものであり、さらに詳しい調査

が必要であるが、熊本県方言の中にあっても青年層に注目する時、その動態に興味深い地

域性が認められそうである。

6．意味・用法

以上検討してきたように老年層と青年層を比較すると、青年層で語彙丑が大幅に減少し

ており、青年層特有語彙はきわめて少なかった。また、語形としては方言形の割合が減り、

逆に共通語形の割合が高くなった。ここでは意味・用法の観点からその変化を見てみよう。

老年層で2地点以上に認められたが、青年層で認められなくなったものが、表4の5・10

．15に示したように16語ある。括形の上ではタンマリを除き方言形である。タイギャ二ヤ、

ユー、イサギュ一、オッソロシューは状態程度にも関わることのできるものであるが、青

年層の4地点に認められるソ細ニヤ、エライ、ヨ－、スゴク、モノスゴクとほとんど語義

の相違はなく、文体的な特徴としていかにも「方言」的な陰翳を持ったものである。また、

ウーントコセ、ユンニュ、イッペ一、ギョーサンなどはウント、ヨケ一、イッピャ、イッ

ー（5）－



パイ、タグサンなどがあれば十分に事足りるものである。

次に老年層＝こおいて四地点のうち一地点でのみ認められた緒を見てみる。ここには音託

によって特有語彙になったものと造語発想を異にするによって特有語彙になったものとの

二つがあるが、ここでは後者に属する語をいくつか取り上げる。

玉名市方言のホーカラシュー．ホーゲラシューは予想外に多かったことを表し、阿蘇町方

言のフテーコツ●4はきわめて多いことを表す。

07．アン　トキヤ　フテーコツ モーケタ　バナー。（2－1）

あの時はたくさん儲けたよ。

また、本渡市方言のゾンプン＊5は専ら飲食の畳について用いるようである。同じく本渡

市方言のザックラート（ザックラット）は雨などの水分が十分にあることを表す。

08．モー　ゾンプン ゴッツオ　ナリマシタ。 ゾブラシデシタ。（4－1）

もう十分ご馳走になりました。十分でした。

09．ザックラート　ハタケン　シメルゴテ　フレバ　スズシュー　ナットジヤッテ－。

（4－1）十分に畑が湿るように（雨が）降れば、涼しくなるのに0

八代市方言のエツコリは全体の八割程度の概括畳を示すとともに、人どうしの顔がよく似

ていることを「エツコリ　ニトル」などと言う。

10．エッコリ　モッテ　イカシタ。（3－1）

認められる地点教が減少したもののなかでいくつか取り上げてみる。「43．ヨーンコ」は

大人から子どもに対して使う、いわば育児語である。「69．アバカン」は容器などに入りき

れなくこぼれるほどに多いことを意味する。「83．オモサン」は思う存分にたくさんという

ことを表し、命令表現のなかに用いられやすい。

11．イサギー　アカバン　アッ　タイ。　（3－1）とてもたくさんありますよ。

12．モー　オ首肯ン　モッテ　ィキナハル。（1－1）もうたくさんもってお行きなさい。

こういった意義特徴に特色のある、いわば「個性」的な語は青年層で受容されにくい傾

向をここに指摘することができる。

方言形の多くは、単に属性としての〈数屋の多〉　を表すのみならず、表現主体の「感情」

を濃厚に表出する傾向がある。例えば文例13、14のホーラツ、カンギヤーナシはきわめて

数量の多いことを示し、往々にして常識をこえ、かえって迷惑するほどの数畳であること

を表す。そこにはその〈数量の多〉　を喜ばず、逆に忌む表現主体の感情が伴っている0

13．ホ一言テクモン　デトルケ　ニワカテメワ　フ下寺　センド　カ。（1－1）

やたらにたくさん雲が出ているから、にわか雨は降りはしないだろうか。

14．カン青首二ナシトッ盲‾言テ　ドギャ　スッ　カィ。（4－1）

やたらにたくさん（魚を）とってきてどうするのかい。

このようにマイナスの感情を縛って対象の数量を捉え表現するものが多い。一方、共通

措形のものは方言形に比べて表現主体の「感情」の表出の面は薄く、その程度性に重きが

あって、対象の客観的な属性としての数量を言い表そうとするものが普通のようである0

地点方言の構造の中ではどのようになっているのであろうか。玉名市方言を例にとって

見てみる。表2にみるように、老年層85語、青年層44語であり、青年層は老年層の51・8％
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の語彙量に減少している。老・青の共有語彙が41語で、老年層特有語彙が44吾吾に対して、

青年層特有語彙はモノスゴク、ピッシリ、グサットのわずか3語のみである。青年層にお

いて二人とも使用すると回答のあった語（表1の○印の語）26語に注目すると、それぞれ

のよく似た意義を持つ語群のなかの特定の語が受容されているようである。

例えば01～37の状態程度にも関わることができる語群のなかでソ一二ヤ、ソーン、エライ

をはじめ8語に、38－84の数量概念を持つものの中ではヨンニョ、ヨケ一、イッピャ、

イッパイなど9語であり、85－125の情態性のものではヤタラ、ピッシャリ、ドッサリの3

語、126～133の不定畳を表すものではドガシコデン、イクラデンなど3語、134～145の

概括長を表すものではダイタイ、ダイブン、ホトンドの3語にしぼられている。

老年層の豊かな身が削ぎ落されて、いわば骨組みが残った「疎」の状態である。このこ

とは若干の異なりがあるにしても四地点方言に共通したことである。ここに老年層では多

くの語を用いて細かく捉え、表現し分けようとするのに対して、青年層では特定の少ない

語を以て多くの事態の数丑を捉え、表そうとする傾向を指摘できようか。

7．地域性

ここでは地域性の観点から捉えてみる。各地点方言において青年層に語彙量の減少があ

った。また「4．地点数の変化」のところで述べたように、個々の語に認められる地点数

に大きな変化が存していた。これは老年層と青年層とでは地域性の上において何らかの相

違があることを示している。

青年層になると相対的に四地点間の共有語彙の割合が高くなり、地点特有語彙は少なく

なっている。一地点に限って認められる語は青年層で39語であるが、このうち21語は地点

数が減少した結果のものである。また、老年層で3地点に認められるものが19語、2地点

に認められるものが27語であり、青年層の3地点に認められるもの12語、2地点に認めら

れるもの12語に比べて語数が多く、各地点の問の共有語彙が多く存し、それだけ地域性が

明白である。青年層で2地点、3地点の共有語彙となっているものや、一地点に限って認

められる語の多くは、例えば「83．オモサン」は老年層において四地点に認められたが、青

年層では玉名市方言と八代市方言の二地点になっているように、老年層で多地点に認めら

れたものが、青年層になっていずれかの地点で語彙が失われることによって生じた「消極

的な地域性」とでも呼ぶべきものである。

語形の上では地域性を示していた方言形が失われ共通言吾形が増した。

このように地点方言の特有の語彙が多く失われ、反対に教地点にわたって分布するいわ

ば地域共通語や全国共通語の占める割合が大きくなった為に、語彙量の減少と相まって地

域性も薄くなったと考えられる。

熊本県方言の周辺へ目を転じてみる。老年層に柄、ては、本渡市方言は例えばゴーギュ、

ゾンプンのように島原方言をはじめとする長崎県方言に繋る語があり、阿蘇町方言はフテ

ーコツのように大分県方言に共通する語が見られる。他の方言形の語も肥筑方言で広く分

布するものが多い。方言形が青年層で消滅したり衰退することによって、周辺域とつなが

りを示す主なものが共通語形となって地域性が色槌せてきているのではなかろうか。
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8．まとめ

以上、〈数量の多〉　を表す数量関係の副詞語彙という意味的に近似した語のまとまりを、

方言類義語として捉え直して、老年層と青年層との比較によってその世代差を明らかにし

た。老年層では語彙畳も多く、意義の面や感情の面で、〈教皇の多〉　という対象の状態を

きめ細かく捉え、表現し分けているのに対して、青年層では語彙量も減少し、意味構造も

語数の減少に伴って疎になっていた。特定の語を以て多くの事態の　〈数丑の多〉　を表そう

とする傾向が存している。言うなれば「密な状態」から「単一的で疎の状態」への変化で

あり、そしてそれはいわゆる共通語化という波に洗われ続ける地点方言にあって、方言形

の「消滅、衰退、生起」と共通語形の「受容、増加」といった両者のせめぎあいの結果至

った、ある程度安定した状態と言うこともできようか。

青年層はこれから地域社会に参加して行くにしたがって、地域社会の言葉を獲得してい

くことは十分に考えられるものの、今後、老年層の書吾彙がそのままそっくり各地点方言で

受容されることはないであろう。先に見たように老年層では個人差が青年層よりも激しく、

すでに「ゆれ」が起こっていた。一方、わずかであるが、青年層に音詑形や派生形が生ま

れ新しい語が創り出されている。

就職や進学の為に故郷を離れることが普通のこととなった現在、大半の若者にとって従

来の地域方言を習得し自分のものとする機会は少なくなってしまった。よしんば地域社会

に残っても、経済的なことや交際上のことなどさまざまな事由によって、限られた狭い地

域の中だけにとどまった自足した生活はかつてのことであり、広い範囲を行動領域とした

生活が、交通網の整備や高速化と相まって普通のこととなった今、人と人との交流もかな

りの広がりを持った地域のなかでのものとなり、はたまたテレビやラジオといったマスコ

ミュニケーション、文化的・教育的な活動等々によって、熊本市を中心としたいわゆる、

「熊本県地域共通語（「熊本弁」）」が勢力を広げている。それらの事実と直接的にあるいは屈

折的に即応するかたちで、各地点の方言語彙もまたその質と量とをたえず変化させつつあ

り、今後、熊本県方言内の地域性はますます薄れてくるものと推量される0しかし・のっ

ぺりとしたまったく単一的な状態となることは当然ながらないであろう0なんとなれば、

地理的な広がりがあるかぎり、その土地に働く人々の生活には区々の差が存し続けるから

である。その変容のあり様を見つめていきたいと考えている。

注

（注1）方言語彙の共通耐ヒについて、中條修氏は「共通語化の動向－静岡県の言語調

査から－」（「意味論研究会会報J vol・8・nO・6）で、共通語化の程度に分野による速

いにこっのタイプのあることを指摘している。一つは「分野による片寄りが小さく、バ

ランスのとれた形で緩やかに進行するタイプ」で、もう一つは「分野によって片寄りが

あり、アンバランスの形で揺れ動きながら進行するタイプ」である。〈数量の多〉　とい

う一つの狭い分野のなかでも共通語化しやすい部分としにくい部分とが見受けられるよ

うである。

（注2）前部の数字が地点を後部の数字が年屑を示している。すなわち前部の1＝玉名市
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方言、2＝阿蘇町方言、3巳八代市方言、4＝本渡市方言であり、後部の1＝老年層、

2－青年層である。したがって（1－1）は玉名市方言の老年層から得た文例であるこ

とを表している。

（注3）国立国語研究所「日本言語地図」第1集の第49図「いくつ（個数）」、第50図「い

くら（値段）」の二つの地図を見ると、熊本県下では「イクラ」が勢力を持っている様子

をうかがうことができる。

（注4）玉名市方言や八代市方言でもフテーコツという語形は得たが、「フテコツ　ユー」

といった連語形式で実力が伴わないくせに大きなことを言うことを表す性向語彙であり、

意味が異なっている。大分県方言では阿蘇町方言と同様に〈数丑の多〉を表している。

（注5）長崎県長与町方言と島原市方言でバラゾンプン、ハラドンプンを得ている。バラ

（）と結合して、飲食の畳ということに限定されている。

付言己

本稿は平成3年度方言研究ゼミナール（於・広島市、1991．4．27）に於いて口頭発表したも

のに加筆したものである。席上、神部宏泰先生、佐藤亮一先生をはじめ多くの方々から貴

重な御意見を頂いた。また成稿にあたっては室山敏昭先生に懇切な御指導を賜わった。こ

こに記して御礼申し上げる。
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